
 1 

２
３
年
度 

最
終
（
第
５
回
） 

早
慶
上
理
難
関
国
公
立
大
模
試 

国
語 

採
点
基
準 

 
一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

 

問
一 

３
点×

２
＝
６
点 

 

（
解
答
） 

ロ
・
ホ 

 

  

問
二 

２
点×

３
＝
６
点 

 

（
解
答
） 

ａ
＝
ハ 

 

ｂ
＝
ニ 

 
ｃ
＝
イ  

 

問
三 

４
点×

２
＝
８
点 

 

（
解
答
） 

Ｘ
＝
ハ 

 

Ｙ
＝
イ  

 

問
四 

４
点 

 

（
解
答
） 

ニ 
  

 

問
五 

８
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ
○
２
点 

書
き
手
と
し
て
の
主
体
性
が
固
形
化
し
、
実
体
的
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
が
解
体
し
き
っ
た
と
こ
ろ
で 

Ｃ
○
３
点 

深
い
身
体
的
感
覚
が
全
力
を
挙
げ
て
コ
ト
バ
を
つ
む
ぎ
出
す
こ
と
。
（
８
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

 

Ａ
「
書
き
手
と
し
て
の
主
体
性
が
固
形
化
し
、
実
体
的
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
（
３
点
） 

 

※
「
頭
で
書
く
」
こ
と
の
否
定 

✖
「
書
き
手
と
し
て
の
主
体
性
が
固
形
化
し
、
実
体
的
に
意
識
さ
れ
る
こ
と
な
く
」
の
「
こ
と
な
く
」
な
ど
と
ひ
っ
く
り
返

し
て
い
な
い
、
「
書
き
手
と
し
て
の
主
体
性
が
固
形
化
し
、
実
体
的
に
意
識
さ
れ
、
」
な
ど
「
頭
で
書
く
」
こ
と
の
説
明

を
否
定
し
て
い
な
い
も
の
（
＝
「
頭
で
書
く
」
こ
と
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
も
の
）
は
✖
。 

○
「
書
き
手
と
し
て
の
我
（
エ
ゴ
・
自
己
）
が
、
コ
ト
バ
の
外
に
存
立
し
（
／
コ
ト
バ
か
ら
遊
離
し
て
）
、
そ
の
我
（
エ
ゴ

／
自
己
）
が
（
道
具
で
も
使
う
よ
う
に
）
コ
ト
バ
を
使
う
の
で
は
な
く
」
な
ど
で
も
○
。 

✖
な
お
、
「
の
で
は
な
く
／
こ
と
な
く
」
な
ど
と
ひ
っ
く
り
返
し
て
い
な
い
も
の
は
不
可
✖
。 
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△
「
頭
で
書
く
の
で
は
な
く
」
は
△
１
点
。 

△
「
コ
ト
バ
以
前
に
（
書
き
手
の
心
中
に
）
成
立
し
て
い
る
客
観
的
リ
ア
リ
テ
ィ 

な
ど
は
無
く
（
を
言
語
化
す
る
の
で
は

な
く
）
」
な
ど
は
△
２
点
。 

 

Ｂ
「
自
己
が
解
体
し
き
っ
た
と
こ
ろ
で
」
（
２
点
） 

 

  

✖
「
カ
オ
ス
の
中
か
ら
」
の
よ
う
な
表
現
は
加
点
な
し
✖
。 

 

Ｃ
「
深
い
身
体
的
感
覚
が
全
力
を
挙
げ
て
コ
ト
バ
を
つ
む
ぎ
出
す
こ
と
」
（
３
点
） 

 
 

 

△
「
書
き
手
の
意
識
の
深
層
領
域
（
／
下
意
識
）
か
ら
コ
ト
バ
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
こ
と
。
」
な
ど
は
△
２
点
。 

 

△
「
書
き
手
が
コ
ト
バ
に
身
を
任
せ
て
、
そ
の
赴
く
ま
ま
に
書
い
て
い
く
こ
と
。
」
な
ど
は
△
２
点
。 

 

△
「
「
身
体
」
か
ら
じ
か
に
滲
み
出
し
て
く
る
、
本
物
の
コ
ト
バ
を
書
く
こ
と
。
」
な
ど
は
△
２
点
。 

  

問
六 

４
点 

（
解
答
） 

コ
ト
バ
以
前 

 
 

※
こ
れ
以
外
不
可
✖
。 

 

問
七 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
２
点 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
○
２
点 

書
き
手
の
「
我
」
を
探
し
た
り
、
言
語
以
前
の
客
観
的
世
界
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自
己
が
解
体
し
き
っ
た
と
こ
ろ
で 

Ｃ
○
５
点 

書
き
手
が
身
体
の
深
部
に
み
な
ぎ
り
脈
打
つ
意
味
形
成
的
衝
迫
を
言
語
化
し
つ
つ
書
い
た
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
。
（
８
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

【
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
に
関
し
て
部
分
採
点
を
行
う
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
採
点
を
行
っ
て
構
わ
な
い
）】 

 

Ａ
「
書
き
手
の
「
我
」
を
探
し
た
り
、
言
語
以
前
の
客
観
的
世
界
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
な
く
」
（
２
点
） 

 

 

※
以
下
の
２
点
に
分
け
て
採
点
。 

①
「
書
き
手
の
「
我
（
・
エ
ゴ
）
」
を
探
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
」
に
１
点
。 

 
 

②
「
言
語
以
前
の
客
観
的
世
界
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
な
く
」
に
１
点
。 

 

Ｂ
「
自
己
が
解
体
し
き
っ
た
と
こ
ろ
で
」
（
２
点
） 

 

 

○
「
（
書
き
手
と
し
て
の
）
自
己
（
／
主
体
／
「
我
」
／
エ
ゴ
）
が
解
体
し
き
っ
た
と
こ
ろ
で
」
の
内
容
で
○
。 

 

Ｃ
「
書
き
手
が
身
体
の
深
部
に
み
な
ぎ
り
脈
打
つ
意
味
形
成
的
衝
迫
を
言
語
化
し
つ
つ
書
い
た
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
」
（
５
点
） 

 

※
「
テ
ク
ス
ト
」
を
「
読
む
」
こ
と
の
説
明
。 
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「
テ
ク
ス
ト
」
＝
「
書
き
手
が
身
体
の
深
部
に
み
な
ぎ
り
脈
打
つ
意
味
形
成
的
衝
迫
を
言
語
化
し
つ
つ
書
い
た
も
の
」 

 
 

「
読
む
」
＝
「
理
解
す
る
こ
と
」 

 

▲
【
「
テ
ク
ス
ト
」
を
「
読
む
」
こ
と
】
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、
「
テ
ク
ス
ト
を
読
む
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
、
Ｃ
の
内

容
が
書
か
れ
て
い
て
て
も
▲
２
点
減
点
。 

 
 
 

（
例
）
「
書
き
手
が
「
身
体
」
の
深
部
に
み
な
ぎ
り
脈
打
つ
意
味
形
成
的
衝
迫
を
言
語
化
し
つ
つ
書
い
た
「
テ
ク
ス
ト
」

を
読
む
こ
と
。
」→

▲
２
点
減
点
で
△
３
点
。 

  

問
八 

５
点 

 

（
解
答
） 

ホ 
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二 

（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
５
０
点
） 

  

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

  

（
解
答
） 

１ 
譲
渡 

 

２ 

厄
介 

 

３ 

至
高 

 

４ 

土
壌 

  

問
二 

４
点 

 

（
解
答
） 

 

近
代
社
会 

（
４
点
） 

 
 

※
抜
出
問
題
の
た
め
、
解
答
ど
お
り
。 

  

問
三 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

近
代
人
が
個
人
に
内
在
す
る
理
性
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
き
方
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、 

 

Ｃ
○
３
点 

神
の
支
配
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
（
58
字
）
（
９
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｃ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｃ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
六
十
字
以
内 

二
十
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
近
代
人
が
個
人
に
内
在
す
る
理
性
に
よ
っ
て
」
（
３
点
） 

✖
「
神
」
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
近
代
の
個
々
人
に
内
在
す
る
「
理
性
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ａ
加

点
な
し
✖
０
点
。 

▲
比
喩
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
答
案
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 
 Ｂ

「
自
ら
の
生
き
方
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
の
「
理
性
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
生
き
方
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要

素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

▲
比
喩
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
答
案
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 
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Ｃ
「
神
の
支
配
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
と
Ｂ
の
こ
と
か
ら
、
神
の
支
配
が
必
要
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
、
要
素
Ｃ
加
点
な

し
✖
０
点
。 

▲
比
喩
が
一
般
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
書
か
れ
て
い
る
答
案
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

▲
「
神
」
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

  

問
四 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

個
々
人
が
背
負
う
理
不
尽
な
つ
ら
さ
に 

ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
。
（
28
字
）
（
６
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
三
十
字
以
内 

十
四
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

  

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
個
々
人
が
背
負
う
理
不
尽
な
つ
ら
さ
に
」
（
３
点
） 

✖
近
代
人
が
抱
く
理
不
尽
な
つ
ら
さ
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

Ｂ
「
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
に
対
し
て
の
対
応
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し 

 

○
「
対
処
の
仕
方
」
は
「
打
ち
消
し
方
」
・
「
解
決
の
し
か
た
」
で
も
可
○
。 

  

問
五 

６
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 

Ｂ
○
３
点 

国
民
全
体
で 

広
く
共
有
す
る
点
。
（
13
字
）
（
６
点
） 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｂ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｂ
不
可
０
点
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
由
説
明
の
結
び
「
～
か
ら
」
は
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
十
五
字
以
内 

七
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 
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■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 Ａ
「
国
民
全
体
で
」（
３
点
） 

✖
国
民
全
体
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
。 

 
 

Ｂ
「
広
く
共
有
す
る
点
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
が
、
「
共
有
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し 

 

○
「
共
有
」
は
「
同
化
」
で
も
可
。 

 

▲
「
大
き
な
物
語
」
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
具
体
例
を
具
体
の
ま
ま
挙
げ
て
い
る
場
合
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点 

  

問
六 

５
点 

 

（
解
答
） 

イ 

（
５
点
） 

 
 

 

問
七 

12
点 

  

（
模
範
解
答
例
） 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

近
代
産
業
資
本
主
義
で
は
、 

成
員
の
不
規
則
な
行
動
が
続
く
と
社
会
の
崩
壊
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近
代
人
は
自
ら
の
意
志
に
か
か
わ
ら
ず
合
理
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
鉄
の
檻
」
に
入
っ
て
、 

Ｄ
○
３
点 

規
格
化
さ
れ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
（
96
字
）
（
12
点
） 

 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
：
要
素
Ｄ
参
照
／
内
容
説
明
の
結
び
「
～
こ
と
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
要
素
Ｄ
不
可
。 

 

・
句
点
の
扱
い
：
１
点
減
点 

 

■
字
数
：
一
〇
〇
字
以
内 

四
九
字
以
下
の
も
の
は
全
体
不
可
（
０
点
） 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 Ａ
「
近
代
産
業
資
本
主
義
で
は
」
（
３
点
） 

✖
近
代
産
業
資
本
主
義
に
お
け
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ａ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

○
「
近
代
産
業
資
本
主
義
」
は
「
近
代
産
業
社
会
」
で
も
可
○
。 

 

Ｂ
「
成
員
の
不
規
則
な
行
動
が
続
く
と
社
会
の
崩
壊
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
は
、
成
員
と
社
会
全
体
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、
成
員
の
不
規
則
な
行
動
が
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
説

明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｂ
加
点
な
し
✖
０
点
。 
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Ｃ
「
近
代
人
は
自
ら
の
意
志
に
か
か
わ
ら
ず
合
理
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
鉄
の
檻
」
に
入
っ
て
」（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ａ
と
Ｂ
の
こ
と
か
ら
、
成
員
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
「
鉄
の
檻
」（
「
鉄
の
檻
」
が
比
喩
で
あ
る
の
で

そ
の
ま
ま
指
摘
）
に
入
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｃ
加
点
な
し
✖
０
点
。 

 

△
「
鉄
の
檻
」
が
「
合
理
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
場
合
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

○
「
自
ら
の
意
志
に
関
わ
ら
ず
」
は
、
本
文
通
り
「
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
」
で
も
よ
い
。 

 

▲
「
自
ら
の
意
志
に
関
わ
ら
ず
」
の
要
素
ヌ
ケ
は
▲
１
点
減
点
。 

  

Ｄ
「
規
格
化
さ
れ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
（
３
点
） 

 

✖
要
素
Ｃ
に
お
い
て
、
規
格
化
さ
れ
た
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
な
い
も
の
は
要
素
Ｄ
加
点
な
し

✖
０
点
。 

 

△
「
規
格
化
」
と
い
う
語
を
使
わ
ず
、
「
自
ら
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
」
の
場
合
は
、
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 
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三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
合
計
50
点
） 

  

問
一 

１
点×
３
＝
３
点 

 

（
解
答
）
ａ 
を 

 

ｂ 

お
ほ 

 

ｃ 

お
ぼ 

 
 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
ひ
ら
が
な
・
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

✖
正
解
以
外
は
す
べ
て
✖
。 

 

※
句
読
点
は
不
要
（
不
問
）。 

   

問
二 

１
点×

６
＝
６
点 

 

（
解
答
） 

Ｘ 

断
定
・
連
用 

(

１
点×

２) 

 
 
 
 

Ｙ 

完
了
・
連
用 

(

１
点×

２)
 
 
 
 

Ｚ 

存
続
・
連
体 

(

１
点×

２) 

   

問
三 

１
点×

３
＝
３
点 

 

（
解
答
） 

①
・
⑤
・
⑥ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
順
不
同
可
。 

 

✖
４
つ
以
上
選
ん
で
い
る
場
合
、
全
体
✖
。 

   

問
四 

３
点×

３
＝
９
点 

 

（
解
答
） 

甲 

ロ 
 

乙 

ニ 
 

丙 

ハ 
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問
五 
３
点×

２
＝
６
点 

 

Ｂ
（
解
答
例
）
３
点 

 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 

ど
う
し
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に 

お
悩
み
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。（
３
点
） 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
ど
う
し
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」（
１
点
） 

 

※
「
な
じ
か
は
、
さ
ま
で
に
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
ど
う
し
て
」
は
「
な
ぜ
」
な
ど
で
も
よ
い
○
。 

 

○
「
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」
は
「
そ
れ
ほ
ど
」
「
そ
ん
な
に
」
な
ど
で
も
よ
い 

 

Ｂ
「
お
悩
み
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
（
２
点
） 

 

※
「
煩
ひ
給
ふ
べ
き
」
の
現
代
語
訳 

○
「
悩
む
」
は
「
苦
し
む
」
「
困
る
」
な
ど
で
も
よ
い
○
。 

✖
こ
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

▲
尊
敬
の
意
「
お
〜
に
な
る
・
〜
な
さ
る
」
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

▲
「
べ
し
」
の
訳
と
し
て
「
必
要
・
べ
き
」（
当
然
）
、
推
量
「
〜
だ
ろ
う
・
〜
で
し
ょ
う
」
の
い
ず
れ
も
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。

○
模
範
解
答
で
は
「
必
要
・
ま
し
ょ
う
」
と
、
当
然
と
推
量
の
両
方
を
訳
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
一
つ
が
あ
れ
ば
よ
し
と
す
る
。 

  

Ｅ
（
解
答
例
）
３
点 

 

Ａ
○
３
点 

 

命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
い
う
人 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

○
句
読
点
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ａ
「
命
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
と
か
い
う
人
」（
３
点
） 

 

※
「
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
果
て
け
ん
人
」
の
現
代
語
訳 

 

 

○
「
命
を
絶
っ
」
は
「
死
ぬ
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

✖
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

▲
「
て
し
ま
っ
」
（
「
果
て
」
の
訳
）
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

 

○
「
た
と
か
い
う
」
（
「
け
ん
」
の
訳
）
は
「
た
よ
う
な
」
で
も
よ
い
。 

▲
こ
れ
が
な
い
場
合
は
減
点
１
点
。 

 

▲
「
人
」
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
。
。 
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問
六 
７
点×

２
＝
14
点 

 

Ｃ
（
解
答
例
）
７
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化
粧
や
着
飾
る
こ
と
を
や
め
て
、
時
の
移
ろ
い
に
身
を
任
せ
た
の
で
、 

Ｃ
○
３
点 

肉
体
も
衣
服
も
気
味
悪
く
汚
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。
（
49
字
）（
７
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

50
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
化
粧
や
着
飾
る
こ
と
を
や
め
て
」
（
２
点
） 

 

○
「
化
粧
や
着
飾
る
の
を
や
め
て
・
化
粧
や
お
し
ゃ
れ
を
せ
ず
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

▲
「
化
粧
」
・
「
着
飾
る
」
の
ど
ち
ら
か
一
つ
し
か
な
い
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

 

Ｂ
「
時
の
移
ろ
い
に
身
を
任
せ
た
の
で
」
（
２
点
） 

 

○
「
時
に
身
を
任
せ
て
・
な
る
が
ま
ま
に
し
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｃ
「
肉
体
も
衣
服
も
気
味
悪
く
汚
く
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
」
（
３
点
） 

 

○
「
体
も
衣
も
汚
く
な
っ
た
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

○
「
汚
い
」
は
「
気
味
が
悪
い
・
不
快
だ
・
堪
え
が
た
い
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

▲
右
の
意
が
な
く
「
臭
い
」
が
あ
る
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 

✖
右
の
意
も
「
臭
い
」
も
な
い
場
合
は
✖
。 

 

▲
「
肉
体
」
・
「
衣
服
」
の
ど
ち
ら
か
一
つ
し
か
な
い
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 
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Ｆ
（
解
答
例
）
７
点 

 

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死
ん
で
時
間
が
経
っ
た
り
、
腐
っ
た
り
し
た
時
に
、 

Ｃ
○
３
点 

見
た
目
が
醜
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
（
49
字
）（
７
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

50
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
死
ん
で
時
間
が
経
っ
た
り
」
（
２
点
） 

 

✖
「
死
ん
で
」
の
意
が
な
い
場
合
は
✖
。 

 

▲
「
時
間
が
経
つ
」
の
意
が
な
い
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

 

○
「
息
が
止
ま
る
・
体
か
冷
え
る
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
腐
っ
た
り
し
た
時
に
」
（
２
点
） 

 

○
「
腐
る
」
が
あ
る
場
合
は
、
「
皮
膚
が
裂
け
」
「
筋
が
溶
け
」
「
肉
が
溶
け
る
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

○
「
腐
る
」
が
な
い
が
、
「
皮
膚
が
裂
け
」
「
筋
が
溶
け
」
「
肉
が
溶
け
る
」
の
三
つ
が
全
て
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、 

 
 

そ
れ
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

▲
「
腐
る
」
が
な
く
、
「
皮
膚
が
裂
け
」
「
筋
が
溶
け
」
「
肉
が
溶
け
る
」
の
う
ち
、
二
つ
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、 

 
 

い
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

✖
一
つ
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は
✖
。 

 

Ｃ
「
見
た
目
が
醜
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
」（
３
点
） 

 

○
「
醜
く
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
「
見
た
目
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

○
「
醜
い
」
は
「
汚
い
・
気
味
が
悪
い
・
不
快
だ
・
堪
え
が
た
い
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
〜
は
言
う
ま
で
も
な
い
」
は
、
「
い
は
ん
や
〜
を
や
」
の
意
が
表
れ
て
い
れ
ば
「
ま
し
て
醜
く
な
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

▲
こ
の
意
が
な
い
場
合
は
、
▲
減
点
２
点
。 
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問
七 

５
点 

  

（
解
答
例
） 

  

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

僧
都
が 

仏
道
に
携
わ
る
人
物
な
の
で
、 

Ｂ
〇
２
点 

あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
。
（
40
字
）（
５
点
） 

  ■ 

表
記
・
字
数 

 
 

・
字
数
指
定 

40
字
。
字
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
減
点
は
し
な
い
。 

 
 

・
文
末
表
現
指
定
な
し
。
模
範
解
答
に
準
ず
る
。 

 
 

・
句
読
点
の
有
無
不
問
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
「
僧
都
が 

仏
道
に
携
わ
る
人
物
な
の
で
」（
３
点
） 

 

○
「
僧
都
」
は
「
僧
」
、
「
仏
道
」
は
「
仏
教
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

○
「
携
わ
る
」
は
「
関
わ
る
・
信
じ
て
い
る
・
帰
依
し
て
い
る
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

▲
右
の
意
が
な
く
、
「
近
い
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

 

Ｂ
「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
」
（
２
点
） 

 

○
「
あ
る
が
ま
ま
を
見
せ
る
べ
き
だ
か
ら
」
、
も
し
く
は
「
嘘
は
つ
け
な
い
か
ら
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

   

問
八 

２
点×

２
＝
４
点 

 

（
解
答
） 

ニ
・
へ 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

※
順
不
同
可
。 
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四 
漢
文 

５
０
点 

 

※
有
名
と
同
じ
設
問
で
も
基
準
・
配
点
が
違
う
も
の
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

問
一 

２
点×
４
＝
８
点 

 

（
解
答
）

ａ 
す
な
わ
ち 

 
 
 
 
   

ｂ 

こ
と
ご
と
く 

ｃ 
お
の
お
の 

 
 
 
     

ｄ 

よ
う
や
く 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

▲
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
場
合
は
、
▲
減
点
１
点
。 

例 

ａ
「
す
な
は
ち
」 

ｄ
「
や
う
や
く
」 

 
 

✖
送
り
仮
名
の
不
足
は
０
点
。 

例 

ａ
「
す
な
わ
」 

ｂ
「
こ
と
ご
と
」 

ｃ
「
お
の
」 

ｄ
「
よ
う
や
」 

 
 
 
 

  

問
二 

４
点×

２
＝
８
点 

 

 

１ 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

（
解
答
例
） 

一
度
も 

か
じ
取
り
を 

間
違
え
た
こ
と
が 

な
い
（
と
い
う
こ
と
）。（
４
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
主
体
「
船
頭
は
」
お
よ
び
「
か
じ
取
り
を
」
は
不
問
。 

○
Ａ
「
一
度
も
」
は
「
い
ま
ま
で
（
に
）
」
「
い
ま
だ
か
つ
て
」
な
ど
可
。 

 

 

４ 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
１
点 
 

（
解
答
例
） 

ほ
ん
の
わ
ず
か
な
時
間
で 

到
着
し
た
（
と
い
う
こ
と
）。（
４
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

△
Ａ
は
「
一
回
の
食
事
の
時
間
で
」
「
「
一
回
の
食
事
の
時
間
で
な
い
う
ち
に
」
の
場
合
△
２
点
。 

 

○
Ａ
は
「
ご
く
短
い
時
間
」
「
短
時
間
」
な
ど
可
。 
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問
三 

３
点×

２
＝
６
点 

 

 

２ 

 

（
解
答
例
） 
顔
色
を
失
っ
た
（
３
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
「
顔
色
が
青
ざ
め
た
」
「
顔
が
真
っ
青
に
な
っ
た
」
「
愕
然
と
し
た
」
な
ど
も
可
○
。 

  

３ 

 

（
解
答
例
） 

落
ち
着
い
た
よ
う
す
で
（
３
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
「
落
ち
着
き
は
ら
っ
て
」
「
ゆ
っ
た
り
と
し
て
」
「
慌
て
る
こ
と
な
く
」
「
冷
静
な
様
子
で
」
「
取
り
乱
し
た
り
せ
ず
」
な
ど
で
○
。 

 

○
「
～
て
（
で
）
」
は
な
く
と
も
可
○
。 

  

問
四 

３
点 

 

 

（
解
答
）  

迅 
 

（
３
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

✖
誤
字
は
不
可
✖
。 

  

問
五 

３
点 

 

 

（
解
答
）  

ホ 
 

（
３
点
） 

  

問
六 

６
点 

 

   
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

（
解
答
例
） 

李
白
の
詩
の
表
現
は 

文
人
特
有
の
誇
張
で
あ
る
と 

疑
っ
て
い
た 

と
い
う
こ
と
。 

（
６
点
） 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

○
Ａ
「
詩
の
表
現
」
は
「
詩
」
「
表
現
」
の
ど
ち
ら
か
が
あ
れ
ば
、
可
○
。 

 

▲
Ａ
「
李
白
」
が
な
い
場
合
は
▲
減
点
１
点
で
△
１
点
。 

 

○
Ｂ
「
文
人
」
は
「
詩
人
」
な
ど
も
可
。 
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✖
た
だ
し
「
中
国
人
」
な
ど
は
不
可
。 

 
○
Ｂ
「
誇
張
」
は
「
大
げ
さ
な
表
現
（
も
の
）
」
「
つ
く
り
ば
な
し
」
「
事
実
で
は
な
い
話
」
な
ど
も
可
○
。 

 
 
 

▲
「
う
そ
つ
き
」
は
▲
減
点
１
点
で
△
１
点
。 

 

○
Ｃ
「
疑
っ
た
」
は
「
思
っ
た
」
「
考
え
た
」
「
み
な
し
て
い
た
」
な
ど
も
可
○
。 

 

※
字
数
制
限…
十
五
字
に
満
た
な
い
も
の
は
注
意
を
与
え
、
文
が
完
成
し
て
い
た
ら
採
点
。 

  

問
七 

８
点 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

（
解
答
例
） 

舟
の
速
度
が
速
い
た
め 

峡
中
の
風
景
を 

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
な
か
っ
た
こ
と 

だ
け
が 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

残
念
だ
っ
た
。（
８
点
） 

 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
舟
の
速
度
が
速
い
た
め
」（
２
点
） 

○ 

舟
の
速
度
が
速
い
こ
と
が
原
因
で
「
危
険
な
た
め
」
と
い
う
内
容
で
も
○ 

○
「
船
」
「
舟
」
の
漢
字
の
違
い
は
不
問
○
。 

○
「
船
の
」
は
な
く
と
も
可
○
。 

○
「
早
い
」
「
速
い
」
も
不
問
○
。 

 Ｂ
「
峡
中
の
風
景
を
」（
１
点
） 

○
「
峡
中
」
は
「
道
中
」
「
道
程
」
「
ま
わ
り
」
な
ど
で
○
。 

○
「
風
景
」
は
「
景
色
」
「
眺
め
」
な
ど
で
○
。 

 Ｃ
「
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
な
か
っ
た
こ
と
」（
２
点
） 

 

○
「
ゆ
っ
く
り
と
」
は
「
じ
っ
く
り
」
「
し
っ
か
り
」
な
ど
で
○
。 

○
「
楽
し
む
」
は
「
味
わ
う
」
「
感
じ
る
」
「
み
る
」
な
ど
で
○
。 

 Ｄ
「
だ
け
が
」（
１
点
） 

 Ｅ
「
残
念
だ
っ
た
」
（
２
点
） 

  

問
八 

８
点 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

（
解
答
例
） 

世
の
中
に
は 

困
難
や
危
険
を
乗
り
越
え
て 

は
じ
め
て
手
に
入
る 

貴
重
な
も
の
が
あ
る 

 

 

と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

［
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
世
の
中
に
は
」
（
１
点
） 

○
「
世
間
の
法
を
犯
す
こ
と
も
あ
る
が
」
な
ど
で
○
。 
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  Ｂ
「
困
難
や
危
険
を
乗
り
越
え
て
」（
３
点
） 

○
「
艱
難
辛
苦
」
「
苦
し
み
」
「
辛
さ
」
な
ど
で
○
。 

▲
「
困
難
」
と
「
危
険
」
の
ど
ち
ら
か
片
方
の
場
合
は
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

○
「
冒
す
」
を
「
犯
す
」
と
し
た
も
の
１
点
減
点
。 

○
ひ
ら
が
な
は
不
問
。 

 Ｃ
「
は
じ
め
て
手
に
入
る
」
（
１
点
） 

 
  Ｄ

「
貴
重
な
も
の
が
あ
る
」
（
２
点
） 

○
貴
重
」
は
「
高
価
」
「
価
値
あ
る
も
の
」
「
宝
物
」
「
最
良
の
も
の
」
な
ど
で
○
。 

 

 


	【Ａ・Ｂ・Ｃに関して部分採点を行う（Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれ単独に採点を行って構わない）】
	【Ａ・Ｂ・Ｃに関して部分採点を行う（Ａ・Ｂ・Ｃそれぞれ単独に採点を行って構わない）】
	問七　12点
	△「規格化」という語を使わず、「自らを律しなければならないから」の場合は、▲２点減点で△１点。

